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トップメッセージ

当 第 2 四 半 期 の 連 結 業 績 の ご 報 告

当第２四半期は、円高の進行に加え、熊本地震や天候
不順等も影響して、輸出や国内需要は停滞し、個人消費
も低調で、景気は踊り場の局面が続いています。

海外は、自動車のみ好調を維持していた米国の景気も
弱含みとなり、中国をはじめ新興国の経済成長も低調で、
世界経済全体は先行き不透明な状態が続いています。

こうした厳しい情勢の下、当社は新しい市場の開拓と
新技術・新商品の開発に取り組んで参りました。その結
果、当第２四半期の連結売上高は534億21百万円（前年

同期比１.１%減少）、連結営業利益は11億３百万円、親
会社株主に帰属する四半期純利益は９億65百万円となり
ました。

中間配当につきましては、今後の業績見通しや財務状
況を総合的に勘案した結果、前期同様１株当たり３円※と
することといたしました。株主の皆様には、なにとぞご
理解賜りますようお願い申し上げます。

代表取締役社長

株主の皆様へ

株主の皆様には、平素より当社をご支援いただきま
して、心より厚くお礼申し上げます。
ここにノリタケグループの平成28年度第２四半期

（平成28年4月１日から平成28年９月30日まで）の経
営成績と今後の取り組みについてご報告申し上げます。

平成28年12月

※平成28年10月１日を効力発生日として、10株を１株とする株式併合を
実施しております。中間配当につきましては、株式併合前の株式数に
応じてお支払いいたします。
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売 上 高 108,000 百万円

営 業 利 益 2,100 百万円

経 常 利 益 3,600 百万円

親会社株主に
帰 属 す る
当 期 純 利 益 2,200 百万円

第136期（平成29年３月期）連結業績予想

連結売上高　　　　　（単位：百万円）

■ 第２四半期　 ■ 通期

連結経常利益� （単位：百万円）

■ 第２四半期　 ■ 通期

今 後 の 展 望 と 課 題

　当社は本年を初年度とする第10次中期経営計画を策
定し、次の４つの基本戦略に取り組んで参ります。

1. 　製造・販売・技術が一体となって営業活動を推進す
ることで、販売の拡大を図るとともに、新しい市場
の開拓を進めます。
国内や海外のサービス体制を強化し、売上げの拡大
を目指すとともに新規の需要開拓に取り組みます。

2. 　新商品・新技術の開発によって市場競争力を高め、
売上げの拡大を図ります。
先進・成長分野向けの新商品開発を迅速に進める
とともに、新たな用途開拓に取り組みます。

3. 　海外生産拠点の整備と海外市場の開拓を進め、事業
の拡大を図ります。
生産拠点や販売体制を整備・強化してグローバルな
事業推進体制を構築し、市場開拓を推進します。

4. 　経営インフラを整備し、経営体制の強化を図ります。
管理部門では、事業のグローバル化に対応した体

制整備を進め、グループ全体では、ものづくり強
化活動のレベルアップを図ります。

　株主の皆様におかれましては、こうした当社の取り組
みについてご理解をいただき、今後とも一層のご支援を
賜りますようお願い申し上げます。

親会社株主に帰属する
当期純利益

（単位：百万円）

■ 第２四半期　 ■ 通期
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工業機材事業

売上高構成比率

52.6％ 25.4％

13.5％ 8.5％

売上高

280億70百万円

前年同期比2.1％

セラミック・マテリアル事業

売上高構成比率

売上高

135億55百万円

前年同期比7.8％

52.6％ 25.4％

13.5％ 8.5％　国内市場においては、主要
顧客である自動車、鉄鋼、ベ
アリングのほか、電子半導体
関連で市況が回復せず低調に
推移し、売上げは微減となり
ました。海外市場では、米国
では自動車関連が、中国にお
いても鉄鋼や自動車関連が堅調に推移したものの、
円高の影響を受け、売上げは減少しました。日本レ
ヂボンは、インド、東南アジアへの販売が好調でし
たが、円高の影響もあり、売上げは前年並みとなり
ました。
　その結果、工業機材事業の売上高は、280億70
百万円（前年同期比2.1％減少）、営業利益は２億77
百万円（前年同期比61.4％減少）となりました。

0 15,000 30,000 45,000 60,000

平成27年3月期

平成28年3月期

平成29年3月期
56,000
（通期予想）28,070

57,19328,663

47,20419,038

（単位：百万円）第2四半期 通期

　電子ペースト事業は、MLCC用
電子ペーストが伸び悩み、売
上げは減少しました。セラミ
ックス事業は、米国向けの担
体新商品の出荷が始まり、石
膏の海外向け販売は好調でし
たが、事業全般に景気の低迷
と円高の影響を受け、特に蛍
光表示管の落ち込みが大きく、売上げは大きく減少
しました。共立マテリアルは、韓国及び台湾向けの
輸出が堅調で電子部材は増加したものの、セラミッ
ク原料が落ち込み、売上げは減少しました。
　その結果、セラミック・マテリアル事業の売上高
は、135億55百万円（前年同期比7.8％減少）、営業
利益は７億79百万円（前年同期比2.5%増加）となり
ました。

0 10,000 20,000 30,000 40,000

平成27年3月期

平成28年3月期

平成29年3月期

（単位：百万円）

28,000
（通期予想）13,555

28,84614,696

30,42215,712

第2四半期 通期

ビトリファイド均質ポーラス砥石
“ノンクロッティ”

静電容量タッチスイッチ
“FLETAS”

４×４キースイッチ
（水滴、手袋OK）

事業別の概況（連結・当第2四半期）
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エンジニアリング事業

売上高構成比率

52.6％ 25.4％

13.5％ 8.5％
売上高

72億31百万円

前年同期比25.3％

食器事業

売上高構成比率

52.6％ 25.4％

13.5％ 8.5％
売上高

45億63百万円

前年同期比6.4％

　主力の乾燥炉及び焼成
炉は、従来からの電子部
品やリチウムイオン電池
向けに加え、自動車部品
向けの需要を取り込むこ
とができ、売上げは増加
しました。濾過装置はベ
アリング向けが大きく減少したものの、混合攪拌
装置は、化学向けが堅調に推移し、食品向けは新
しい顧客の需要を取り込むことにより伸長しまし
た。超硬丸鋸切断機は、国内外ともに微増となり
ました。
　その結果、エンジニアリング事業の売上高は、
72億31百万円（前年同期比25.3%増加）、営業利益
は４億９百万円（前年同期比192.4%増加）となりま
した。

（単位：百万円）第2四半期 通期

0 4,000 8,000 12,000 16,000

平成27年3月期

平成28年3月期

平成29年3月期 14,500
（通期予想）7,231

13,4905,770

11,8475,403

遠赤外線RtoR式加熱炉

　国内市場は、ホテル・レス
トラン向け及び法人向けの販
売が好調でありましたが、百
貨店向けが減少したことから、
売上げは横ばいとなりました。
海外市場は、アジア市場のエ
アライン向けが一部好調であ
ったものの、米国の主要顧客
向けの販売や、欧州市場など
市場全体で低調に終わり、円高の影響もあって売
上げは減少しました。
　その結果、食器事業の売上高は、45億63百万円

（前年同期比6.4%減少）、３億62百万円の営業損失
となりました。

0 2,500 5,000 7,500 10,000

平成27年3月期

平成28年3月期

平成29年3月期 9,500
（通期予想）4,563

10,1004,874

9,5644,537

（単位：百万円）第2四半期 通期

一輪挿し
（手前から ヨシノ、 アルマンド、

あやみなも）
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第2四半期連結貸借対照表（要約） 第2四半期連結損益計算書（要約）

科　目
第136期

〔第2四半期〕
平成28年9月30日現在

第135期
〔前期〕

平成28年3月31日現在

資産の部

流 動 資 産 58,705 60,402

固 定 資 産 73,994 75,529

有 形 固 定 資 産 42,458 43,946

無 形 固 定 資 産 1,096 1,200

投 資 そ の 他 の 資 産 30,440 30,382

資 産 合 計 132,700 135,931

負債の部

流 動 負 債 33,745 34,655

固 定 負 債 20,995 21,511

負 債 合 計 54,740 56,166

純資産の部

株 主 資 本 70,244 69,711

資 本 金 15,632 15,632

資 本 剰 余 金 18,783 18,783

利 益 剰 余 金 39,714 39,286

自 己 株 式 △3,885 △3,991

そ の 他 の 包 括 利 益 累 計 額 4,873 7,038

そ の 他 有 価 証 券 評 価 差 額 金 9,985 10,106

為 替 換 算 調 整 勘 定 △4,142 △1,660

退職給付に係る調整累計額 △969 △1,407

非 支 配 株 主 持 分 2,841 3,015

純 資 産 合 計 77,959 79,765

負 債 純 資 産 合 計 132,700 135,931

科　目
第136期

〔第2四半期〕
平成28年4月 1 日から
平成28年9月30日まで

第135期
〔第2四半期〕

平成27年4月 1 日から
平成27年9月30日まで

売 上 高 53,421 54,004
売 上 原 価 39,320 39,688
売 上 総 利 益 14,101 14,316
販 売 費 及 び 一 般 管 理 費 12,998 12,949
営 業 利 益 1,103 1,366
営 業 外 収 益 999 822
営 業 外 費 用 256 209
経 常 利 益 1,846 1,979
特 別 利 益 10 1,464
特 別 損 失 286 423
税 金 等 調 整 前 四 半 期 純 利 益 1,570 3,020
法 人 税、 住 民 税 及 び 事 業 税 499 789
法 人 税 等 調 整 額 △29 △300
四 半 期 純 利 益 1,100 2,531
非 支 配 株 主 に 帰 属 す る
四 半 期 純 利 益 135 137

親会社株主に帰属する四半期純利益 965 2,394

（単位：百万円） （単位：百万円）

当第２四半期における総資産は、現金及び預金が増加
したものの、受取手形及び売掛金が減少したことから、
32億31百万円減少しました。

当第２四半期における特別損失の内、主なものは固定
資産処分損２億２百万円です。

連結貸借対照表のポイント

連結損益計算書のポイント

連結財務諸表
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（注）記載金額は百万円未満を切り捨てて表示しております。

第2四半期連結キャッシュ・フロー計算書（要約）

科　目
第136期

〔第2四半期〕
平成28年4月 1 日から
平成28年9月30日まで

第135期
〔第2四半期〕

平成27年4月 1 日から
平成27年9月30日まで

営 業 活 動 に よ る
キ ャ ッ シ ュ・ フ ロ ー 5,588 2,622

投 資 活 動 に よ る
キ ャ ッ シ ュ・ フ ロ ー △1,727 △1,676

財 務 活 動 に よ る
キ ャ ッ シ ュ・ フ ロ ー △1,894 △2,678

現 金 及 び 現 金 同 等 物 に
係 る 換 算 差 額 △528 90

現 金 及 び 現 金 同 等 物 の
増 減 額 1,438 △1,642

現 金 及 び 現 金 同 等 物 の
期 首 残 高 8,583 10,586

現 金 及 び 現 金 同 等 物 の
四 半 期 末 残 高 10,021 8,943

平成26年
3月期

平成27年
3月期

平成28年
3月期

平成29年
3月期

132,700135,931145,836
118,774

連結総資産　　　　（単位：百万円）

■ 第2四半期　■ 期末

平成26年
3月期

平成27年
3月期

平成28年
3月期

平成29年
3月期

77,95979,76582,817
69,216

連結純資産　　　　（単位：百万円）

■ 第2四半期　■ 期末

平成26年
3月期

平成27年
3月期

平成28年
3月期

平成29年
3月期

56.656.554.157.8

連結自己資本比率� （単位：％）

■ 第2四半期　■ 期末

（単位：百万円）

　当第２四半期は、中間配当を１株当たり３円とさせ
ていただきました。
　期末配当につきましては、平成28年10月１日を効力
発生日として、普通株式10株につき１株の割合をもっ
て実施した株式併合を考慮し、１株当たり30円を想定
しております。

配当について（剰余金処分）

営業活動によるキャッシュ・フローは、売上債権が減
少したことに加え、税金等調整前四半期純利益及び減価
償却費の計上等により、55億88百万円となりました。

投資活動によるキャッシュ・フローは、有形及び無形
固定資産の取得等により、17億27百万円の支出となり
ました。

財務活動によるキャッシュ・フローは、短期借入金及
び長期借入金の返済等により、18億94百万円の支出と
なりました。

これらの結果、現金及び現金同等物の四半期末残高は
100億21百万円となりました。

連結キャッシュ・フローのポイント
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特 集

工業機材事業

豆摺り用砥石

エンジニアリング事業

食品を加工する際には、つぶす、摺る、といった工程があります。そんなときに石
臼のかわりに砥石が使われています。精米、精麦、大豆などを摺るため、金属など
を研削する普通の砥石とは形も構造も違います。 精米用砥石

豆乳
原料の大豆を摺りつぶす
工程で使用されています。

日本酒
お米を精米する工程で
使用されています。

エンジニアリング事業部は、スタティックミキ
サー（SM・静止型混合器）というモーターなどの
駆動部のないミキサーを製造しています。筒の中
にエレメントというねじった羽根を組み合わせた
構造の部品がセットされており、複数の材料を流すだけで、連続して
均一に混合ができます。対象物が外気に触れないため、衛生的です。

豆腐
大豆を摺る工程で砥石が、豆
乳をにがりと混ぜる工程でス
タティックミキサーが使われ
ています。石膏は、にがりの
代わりに凝固剤として使われ
ることがあります。スタティックミキサー（SM）

スタティックミキサーには、加熱・殺菌・
冷却の用途もあります。直接加熱方式の「ノ
リタケクッカー」と間接加熱・冷却方式の
「SM熱交換器」。これらを組み合わせて構成
された「ノリタケ連続加熱殺菌冷却システム」
は様々な食品の加工に使われています。

ノリタケ連続加熱殺菌冷却システム

カスタードクリーム
混合された材料を、ノリタケクッ
カーで蒸気を混ぜて瞬時に加熱し
ます。その後、SM熱交換器で効
率よく冷却し、カスタードクリー
ムが完成します。

ピーナッツクリーム
充填する前のピーナッツクリーム
を殺菌する工程で、SM熱交換器が
使われています。

食品業界で活躍するノリタケの製品
食器以外日常生活ではなかなか見る機会がないノリタケの製品。私達の身の回りにある食品の製造工程でも役立っています。

つぶす・摺る・削る

混合

加熱・殺菌・冷却
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トピックス

高性能精密研削用ビトリファイド研削砥石
ライフキング
　「ライフキング」は、強靭な砥粒と保持力に優れたボ
ンドを組み合わせて新たに開発した砥石で、形状維持
や切れ味に優れ、かつ寿命が長いのが特徴です。現在、
一般産業用から医療用に至るまで、幅広い分野で金属
部品の研削加工に使われています。特に自動車用変速
機の歯車研削や搬送
装置用レール部品の
研削では、多くのお
客様から高い評価を
いただいています。

寛ぎのひとときを豊かにするコーヒーカップ
HOMAGE COLLECTION（オマージュ コレクション）

　2016年春、ノリタケの原点ともいえるオールドノ
リタケ※の中から、個性が際立つデザインを選び出し、
現代風にアレンジした「オマージュ コレクション」の
販売を開始しました。個性的で味わいのあるカップ＆
ソーサーを８種類揃えました。使うほどに愛着がわく
マイカップとして、コーヒーを楽しむ寛ぎのひととき
を豊かにしてくれます。

※オールドノリタケとは、明
治期から戦前頃に製造され
た食器や花瓶などの装飾品
で、アールヌーボーやアール
デコなど西洋のデザイン様式
と、日本の美意識を融合さ
せた独特の美しさや手の込
んだ豪華な装飾が特徴です。

セラミック・マテリアル事業

豆腐を作る際、にがりの代わりに凝固剤として、すまし粉と
呼ばれる石膏が使われることがあります。石膏を水に溶かし
て使います。

食品添加物用石膏

酵母菌の栄養
パン酵母の栄養源とな
って、発酵を助ける材
料（イーストフード）とし
て、石膏が使われること
があります。

水の成分調整
石膏は、ビールを仕込む水にカルシウムを
補う働きをしています。水の水質はビール
の口当たりに大きく影響します。

業務用スクランブルエッグ
ノリタケクッカーで卵と水蒸気を混
ぜながら加熱すると、スクランブル
エッグができます。

だし入り味噌
SM熱交換器で生味噌の発酵を抑えるた
め加熱殺菌し、その後、スタティックミ
キサーで調味液を混合します。

人参ジュース
人参ジュースをノリタケクッカーで加熱
殺菌しています。

固める
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会 社 概 要 株 式 の 状 況

大 株 主（上位10名）

創 立 明治37年１月１日（合名会社）
設 立 大正６年７月20日
資 本 金 156億3,230万4,225円
本 社 名古屋市西区則武新町三丁目１番36号
従 業 員 数 1,945名（連結5,130名）

（注） 従業員数のうち、グループ会社への出向者は84名
であります。

連 結 対 象 会 社  Noritake Co., Inc.
日本レヂボン株式会社
株式会社ノリタケコーテッドアブレーシブ
共立マテリアル株式会社
ノリタケ伊勢電子株式会社
Noritake Lanka Porcelain （Private） Limited

（注） 上記を含む連結対象会社23社、持分法適用会社４社

発 行 可 能 株 式 総 数 397,500,000株
発 行 済 株 式 の 総 数 158,428,497株
株 主 数 14,741名

株　　　主　　　名 持株数（千株） 持株比率（％）

明 治 安 田 生 命 保 険 相 互 会 社 12,910 8.83
第 一 生 命 保 険 株 式 会 社 10,414 7.12
株式会社三菱東京ＵＦＪ銀行 5,694 3.89
Ｔ Ｏ Ｔ Ｏ 株 式 会 社 5,208 3.56
日 本 生 命 保 険 相 互 会 社 3,842 2.63
東京海上日動火災保険株式会社 3,646 2.49
日本トラスティ・サービス信託銀行株式会社（信託口） 3,271 2.24
日本マスタートラスト信託銀行株式会社（信託口） 3,127 2.14
ノ リ タ ケ 取 引 先 持 株 会 3,022 2.07
日本マスタートラスト信託銀行株式会社

（ 役 員 報 酬 Ｂ Ｉ Ｐ 信 託 口・7 5 9 4 7口 ） 2,631 1.80

（注）1. 当社は、自己株式を 12,218,311株保有しておりますが、上記大株主から
除外しております。また、持株比率は自己株式を控除して計算しております。

 2. 第一生命保険株式会社は、平成28年10月1日に第一生命ホールディングス
株式会社に商号変更されております。

役 員 一 覧

会社概要／株式の状況（平成28年9月30日現在）

株式併合及び単元株式数の変更に関するお知らせ

　当社は、平成28年10月１日を効力発生日として、株式併合及び単元
株式数の変更を行いました。これに伴い、株主優待制度の対象につい
ても変更いたします。
　なお、株主様におかれましては、特に必要なお手続きはありません。

１．株式併合 当社株式について、10株を１株の割合で
併合いたしました。

２．単元株式数の変更 1,000株から100株に変更いたしました。

３．株主優待制度 次回の株主優待は平成29年３月末時点で
100株以上保有する株主様が株主優待制
度の対象となります。

取締役 執行役員

代表取締役会長 種　村　　　均 専務執行役員 平　野　喜　一

代表取締役社長執行役員 小　倉　　　忠 常務執行役員 洞 口 健 一

取締役専務執行役員 中　川　正　弘 執 行 役 員 伊　藤　健　二

取締役専務執行役員 小　倉　久　也 執 行 役 員 緒　方　誠　也

取締役常務執行役員 馬　渕　義　隆 執 行 役 員 小　川　浩　二

取締役常務執行役員 加　藤　　　博 執 行 役 員 佐 藤 康 治

取締役常務執行役員 加　藤　幸　三 執 行 役 員 東 山 　 明

社 外 取 締 役 山　田　耕　作 執 行 役 員 石 田 清 治

社 外 取 締 役 小 森 哲 夫 執 行 役 員 永 田 　 滉

執 行 役 員 堀  江  雅  彦

監査役

常 勤 監 査 役 吉　田　　　潔

常 勤 監 査 役 青 木 哲 史

社 外 監 査 役 村 田 隆 一

社 外 監 査 役 猿 渡 彦

（注）平成28年10月１日の株式併合に伴い発行可能株式総数は39,750,000株に、
発行済株式の総数は15,842,849株に、それぞれ変更しております。
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（ご注意）
1． 株主様の住所変更、単元未満株式の買取請求・買増請求その

他各種お手続きにつきましては、原則、口座を開設されてい
る口座管理機関（証券会社等）で承ることとなっております。
口座を開設されている証券会社等にお問い合わせください。
株主名簿管理人（三菱UFJ信託銀行）ではお取扱いできません
のでご注意ください。

2． 特別口座に記録された株式に関する各種お手続きにつきまし
ては、三菱UFJ信託銀行が口座管理機関となっておりますの
で、左記特別口座の口座管理機関（三菱UFJ信託銀行）にお問
い合わせください。なお、三菱UFJ信託銀行全国各支店にて
もお取次ぎいたします。

3． 未受領の配当金につきましては、三菱UFJ信託銀行本支店で
お支払いいたします。

事 業 年 度 ４月１日から翌年３月31日まで
定 時 株 主 総 会 ６月
公 告 方 法 電子公告により行います。ただし、事故 

その他やむを得ない事由によって電子公告
による公告をすることができない場合は、 
日本経済新聞に掲載いたします。
電子公告の掲載ホームページアドレスは 
次のとおりです。
http://www.noritake.co.jp/koukoku/

定時株主総会の基準日 ３月31日
剰余金の配当基準日 期末配当　３月31日

中間配当　９月30日
株 主 名 簿 管 理 人 
特別口座の口座管理機関 三菱UFJ信託銀行株式会社

同 連 絡 先 三菱UFJ信託銀行株式会社証券代行部
〒137-8081
東京都江東区東砂七丁目10番11号
電話　0120-232-711（フリーダイヤル）

単 元 未 満 株 式 の
買 取 ・ 買 増 手 数 料 無料

株 主 メ モ

　2016年８月、本社工場跡地の再開発に伴い、ノリタケの
森内にある食器の小売店舗「ノリタケスクエア名古屋」を赤
レンガの建屋に移転し、リニューアルオープンしました。
　食卓から広がる心地よい暮らしを提案する“DIAMOND 
DAYS（ダイヤモンドデイズ）”をコンセプトに、ノリタケの
食器はもちろん、コーディネイトアイテムも多く取り揃えて
います。店内では、暮らしにまつわるイベントを開催するほ
か、併設されたカフェでは、バラエティに富んだ食器の使
い方を提案します。

I N F O R M A T I O N

ライフスタイルショップ「ノリタケスクエア名古屋」
リニューアルオープン
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